
 〒030-8570 青森市長島1-1-1 ☎017-734-9137  ※「県民だよりあおもり」は点字版・録音版も発行しています。ご希望の方は広報広聴課までお知らせください。
※今後の広報紙制作の参考とするため、「県民だよりあおもり」に関する皆さまのご意見・ご感想を郵送でお寄せください。

テレビ ◆RAB「LINK/青森県」（30秒スポット)  ◆RAB「大好き、青森県。」（第三日曜日）17：00~17：15（「TVer」で見逃し配信有り）
　　　◆ATV「みんなの県庁！」（土）16：55~17：00  ◆ABA「メッセージ」（土）9：30~9：35  ［放送時間が変更になることがあります］  
ラジオ ◆RAB「青森県広報タイム」（月）～（木）7：30~7：35  ◆エフエム青森「あおもり・ふぁん」（月）～（金）16：55~17：00 
新   聞 ◆東奥日報・デーリー東北・陸奥新報「広報あおもりけん」（毎月1日・16日）
HP/Twitter ◆県のホームページ https://www.pref.aomori.lg.jp/  ◆青森県庁Twitterアカウント（@AomoriPref）

青森県広報広聴課編集発行

みなさんと県庁を結ぶ県政インフォメーション

この印刷物は520,000部作成し、印刷経費は1部当たり9.5円です。

Twitter
@aomorist

Facebook
青森県広報広聴課

Instagram
@aomorikenmindayori

青森県広報広聴課公式SNSもチェック！

県では、財源確保などのため広告を掲載しています。なお、掲載する広告は、青森県が推奨するものではなく、広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。

「TVer」

あおもりインフォメーション

青森県職員採用試験・警察官採用試験を実施します！
　令和4年度青森県職員採用試験と警察官採用試験の第１次試験は、次の日程で実施します。
　今回から、大卒程度試験の年齢上限が3歳引き上げられます。

　試験概要や職員の仕事内容などを掲載した
『令和4年度版青森県職員採用総合案内』と『青
森県警察職員総合案内2022』を配布中！ 青森県
庁や青森県警察のホームページ上でご覧いただ
けるほか、県庁正面受付などでも配布しています。

詳しくは県庁HP

人事委員会事務局 ☎017-734-9829、警察本部警務課 ☎0120-337-314

検索職員採用案内

犬の狂犬病予防注射の時期です！
　狂犬病は、世界で毎年5万人以上が死亡している恐ろしい病気です。狂犬病の国内での
流行を防ぐため、日本の飼い犬はみな狂犬病予防注射を受けなければなりません。犬を飼っ
ている人は、お住まいの市町村で「犬の登録」をし、飼い犬に狂犬病予防注射を毎年接種
させ、犬の鑑札と注射済票を首輪などに着けることが法律で義務付けられています。犬の
登録や狂犬病予防注射の日程などについては、お住まいの市町村にお問い合わせください。

詳しくは

青森県動物愛護センター ☎017-726-6100

検索青森県動物愛護センター

世界文化遺産登録記念シンポジウム動画公開中！
　「北海道・北東北の縄文
遺跡群」の世界文化遺産登
録を記念して令和３年１１月に
開催したシンポジウムの様
子をYouTubeで公開中です。
ぜひご覧ください。

詳しくは

三内丸山遺跡センター ☎０１７-７８１-６０７8

検索三内丸山遺跡

4月1日からは18歳で成人になります！

詳しくは

消費生活センター 局番なし☎１８８

検索青森県消費生活センター　成年年齢引下げ

青森県知事

「THE AOMORI SHOBODAN」今回のテーマ

　「自分のまちが好きだから、自分にできることをする」―
これが、青森県の消防団員共通の思いです。
　消防団は、地域に「住む人」「働く人」「学ぶ人」によっ
て構成されています。
　団員はそれぞれ自分の仕事を持ちながら、「自分たち
のまちは、自分たちで守る」との熱い志のもと、火災や地
震・風水害などの災害から私たちの生命や財産を守る
ため、日夜頑張っています。
　例えば、昨年８月の下北地方を中心とした大雨災害で
は、むつ市や風間浦村などの消防団員の皆さまが、危険
地域住民の避難誘導、浸水家屋の復旧、土砂や障害物
の除去および支援物資の搬入などに奮闘された姿は、
その熱い志の表れとして記憶に新しいところです。
　また、消防団は、消防本部や消防署と同じく、法律に
基づいて各市町村が設置する消防機関であり、団員の
身分は、非常勤・特別職の地方公務員となります。その
ため、団員に対しては、市町村によって違いはありますが、

年額報酬や、災害時の出動に対する報酬などが支給さ
れ、加えて活動時のけがなどに対する公務災害補償や、
退職報償金等の制度も設けられています。
　令和3年4月1日現在、青森県の消防団員数は、１７，５９１
人。人口１０万人あたりでは、１，３９６人と全国上位にありま
すが、平均年齢は４４．９歳。ベテランのさらなる活躍ととも
に、若きパワーの参加が期待されている状況にあります。
　こうした中、大変に心強いのが女性の方々の入団です。
これについて本県ではすでに歴史があり、私が旧百石町
長だった約３０年前にはもう、第１０分団として、女性団員
の方々が、消火・防災訓練や救命講習会、住民への防火
啓発活動など、積極的に活動を展開していました。
　現在、県内では、５２６人の女性消防団員が各地で大
活躍されています。その彼女たちからいただいている「生
まれ育ったふるさとの大切さを考えるようになりました」
「もともとあった地元愛が、さらに強くなった気がします」
「私にできることから、地域に貢献していきたいです」

「団での経験が子育てにも仕事にも役立っています」と
いった数々の言葉に感謝の思い、いっぱいです。
　さて今回、県民の皆さまに特にお願いしたいことがあ
ります。それは「ＹｏｕＴｕｂｅ　　 」上に公開している「Ｔｈｉｓ ｉｓ 
消防団」「おしえて消防団」「Ｗｅ ａｒｅ 女性消防団員！」の
３編の動画を、ぜひご覧いただきたいということです。
　消防団について、この動画で知っていただき、興味を
持っていただき、応援していただきたいのです。

　もし、この動画をきっかけにご入団いただけましたら、大
変ありがたく思います。ご入団によって地域とつながるこ
の上ない充実感を得ることができ、自分のまちがもっと好
きになるはずです。その第一歩を今、踏み出しませんか。

申吾の
ほっと

「求む、消防団員」。

消防団
PR動画は
こちら！

試験区分 第１次試験
大卒程度、社会人枠
短大卒程度、高卒程度
警察官Ａ（大卒）
警察官Ｂ（大卒以外）

内容

「世界遺産登録から未来へ～これからの三内丸山～」
（1）基調講演
      「青森県の構成資産とその価値～三内丸山遺跡を中心に～」
　 （講師：岡田 康博世界文化遺産登録専門監）
（2）取組事例の紹介　（3）パネルディスカッション

主催 青森県、一般財団法人 自治総合センター 後援 総務省

6月19日（日）
9月25日（日）
7月10日（日）
9月25日（日）

テルミちゃん
☎（TEL Me）

　民法の改正により、令和4年４月1日からは18歳で成人になります。成人になるとクレジット
カードやローンの契約が自由にできる反面、保護者の同意のない契約の取り消しができる
権利（未成年者取消権）が使えなくなります。
　悪質業者が新成人をターゲットにすることが心配されます。
おかしいな、困ったなと思ったら気軽に消費生活センターに
ご相談ください。

※このシンポジウムは一般財団法人自治総合
　センターからの助成金で開催しました。

検索マチイロ

詳しくは
スマートフォン用アプリ「マチイロ」で県民だよりあおもりが読めるようになりました！
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